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　　　　　　　　　緒管　　　　　y体と磯連において齪購深偲｝、描．そこで
ムラサキ科勘Lith。・p・・…は・禍経嚇　藩灘灘に糊るLi・h。・per珈叫欄する耽
鱗として・eの後c・a・…噛・より懸醜性　か環として，敵綱の1　鵬物質燗する蹴か．

周期㈱㈱のある・とで湘蝶め・わ鰍凱て　部として，・れの獺瘍ダ翻と，餓て撒㈱齢
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t「°P萱nを稀化する獺がLi・h・sp・・…エキス　　　　　成績
申のキノン倣よるものである・と醐らカ・セ・されて　　1．u・h・sp・、，mum　rcキスの細

いる・範となつ蹴鵬剤SSgSSの研究舗ん離る　酬の轍L・・h・・p・rm・m．・6・9を鵬畝、
につれて・数多くの蝶のうち「・ラ艸」及び「・　e，2e・・（・夫・漫出レその灘を合せて、泌灘

ンギヨウ」のエキス臨麟襯があることが調立　下繍し第・図の如く羅して先ず艶の固伽糊
ヵツセソター田中等によつて発表された・これはキノ　（収re約・のを得る。
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　HeLa細胞は本学細菌学教室から分与されたものを　　　　　（iii）さらに1．4％NaHcO；160紹を加える。

使用し，その培地はYLH培地（Yeastextract－　　　　（iv）よく振鰍してGKN液有f加え，総量1000認

Lactoalbumin－Hanks　medium）に20％の牛血L滴を　　　　　　　とし，漁過する。

加えたものを用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（v）この液に1：4の割にGKN液を加えて

　YLH培地は次の組成な有する、）　　　　　　　　　　　　　　Trypsin溶液（0．05％）を1尋る。

　　Hanks液　　　　　　　　　　　　　100認　　　　　　　　　　GKN液：

　　Yeastextract　　　　　　　　　1．　o　g　　　　　　　　　　NaCI　　　sog

　　Lactoalbumin　hydrolysate　　　5．　O　g　　　　　　　　　　　KC正　　　　　4・9“

　　蒸溜オく　　　　　　　　　　　　　gOO紹　　　　　　　　　　　Glucose　　IO　9

　H乙mks液は，　A液（Glucose：O．　O　g，　NaG180．0　　　　蒸溜水　　10〔｝O彫　これにクロptッォルム3～4

乎，KC14．　o　g・，　MgSO4。7HzO　2。｛O　ff，1〈1一五L，　PO　d，　　　麗を加え4°Cに保存する。用に臨み，蒸溜水にて

0．69，Na2HPq・2H200．69，蒸溜水・goom6）とB　　　10倍に稀釈後120°C，15分閲減繭する。

液（0．2％Pheno1　red　IOOme）とを漉じ，これにG　　　　なお培養液のpllは組織液と同様にpH7．　4～7・　6と

液（CaC玉24g，黙溜水1，001nのを加え，クTコlnフオ　　　なるように調整した。　pl’1指示藁としては，　Phenol

ル2、3～4認を添加して4℃に保存しておき，用に臨　　　red〕を用い・♪音鎚液が上誕pHの示す色調を示すよう

んで蒸溜水で10倍に稀釈し，10ポソド10分間減繭後　　　にした。

1，4％N、HCO、蔽にてpHな7．4～7．6の弱アルカリ　　また刑11胞数の鋒建は次のブ∫法によつた。即ち，培養

性に調整する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短柵瓶を階巣中から取り出し，培i礎液を檎てて，これ

　牛血満には予めぺ慌シリソ1000u／me及びストレプ　　　と同澱の0・05％Trypsin溶享皮を入れ・再び購躯中に　　’

トーvイシン1〔〕00〃認を加え，これを2Q％に，ヒ翻培地　　　30分間おいて細胞を瓶漿から痴しやすくする。翼に取

に添加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り禺し，駒込ピペットにて醐胞を蟹から落し・これに

　また培地をいれる培騰瓶は…三陽のユ5×工5x40剛短冊　　　2紹のクリスタル紫溶液を入れ30分閥放罵して核を鞭

瓶を用いね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色して「rhorna氏」血球計鐸板にて算簸，岡一濃慶に・

　　　（2）爽験方法　　　　　　　　　　　　　　　2～3本の培養瓶を使い，工本につき鱒視野を数えて纂

　　1，発奮曲線を求める蜜験　　　　　　　　　　　計し，その平均値をとつた。　　　　　　　　　　誤

　Lithospermu工nエキスがHeLa細胞の発育に与え　　　　なおクリスタル紫溶液は・クリスタル紫1・O島　ク

る影響を観察するため本実験を行った。　　　　　　　　「t一ン酸O・05M，蒸溜水500認をカロえ，これに局方フrk

H。L。細胞が単騨灘オ・ている鯉培蜘肋馳　ルマリ源液鏑効1えたものを棚1した・
を捨て，これ1・。・．。r）％　T，yp，i。溶灘厭，3・分闘　　ii・形欝醸化の灘

37・C騨中においた後，T・yp・i・溶勲捨℃⊂，　　Lith。spe「m職添加馳中のHeLa細胞の形態、

GKN液で2－3蹴い，轍に使用する培地蝋中　物変化蝦察すゐため膠撒鏡用かミMヴラ糟I
e、．入れてH，L。髄をガラ魁力、ら落し，欄数を　半切したものを短将腋中に入れ・そのガラス醗に

10・・S／麗位になるように培地の鐡を加減し，その2．Ome　　HeLa細胞が増殖するようにした・即ち・前記の発育

ずっを短柵瓶に分注，培養する。培養2日目にそれま　　曲線な求める実験の場合と同様に培養2日目の培地を

で培獲してぎた培地を捨て，一定濃度にLi甑osper一　　捨てて・＝キス倉禽培地と変換し，培養3日・5日，

皿umエキスを禽む培地とi交換し，以後培養3H，5　　　7日及び9日回に巾のカバm・…　グラスを取り出し・そ

日，7目及び9日目に細胞の数を騨驚して発膏の状態　　　のまま染色し・スライド。グラスに・駄付し鏡検した。

を観襲した。なお対照にはLithospermum　xキz　　培養瓶は同一澱度に2－3本を用い・同一濃度のカバ

を禽まないもの及び諏モギの圖様抽出法に．よつて得た　　　…。グラス半切のものを同一スライド・グラスに貼付

エキスを同一濃度に加えたものを用いた。　　　　　　　し，観察に便ならしめた。染色はWright－Giemsa

　上記のTrypsin溶液及びGKN液の作り方は次の　　　染色を行い，ますWright液で10分間固定して水洗

如くである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，次いでGiemsa液で30分闘染色した。

　Trypsin溶液：　　　　　　　　　　　　　　　　　なお上記の発育及び形態についての実験eM　HeLa細

　　（i）Trypsla　2チをピー一カーに入れ、　GKN液　　　胞のほかL細胞（マウス線維芥細胞幽来の固驚細胞

　　　　を加えて混状にする。　　　　　　　　　　　　株）及びMcCoy細胞（ヒト関節嚢由来の園建細胞

　　（ii）これにgoo紹のGKN液を加え　　　　　　　株）についても行つた。
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　　　（3）実験成緻　　　　　　　　　　第3図Lith・sperrnum鵠キスのHeLa細胞
　　i．　Lith。、p，，m。mエキスの1－1・L・細胞発育へ　　　擶への影響（第2回鍵験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　の影響

　Lithospermttmエキスを培地1？ne中に207昭，10mg，

1㎎添加し，添加前と添加後，増獲1日，3日，5田及　　　　1°’

び7日の細胞数（茸丘f立10圏亀）を測定した策1回㌻茎験，

及びエキス添加昂：を101解t2mg，1解として同様に測　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　2mla

定した第2回実験の成績は錦2表の如くであり，夫々　　　　　　　　　　　　　　　　　P副　　／

をグラフに示すと第2図及び第3図の如くである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　／

第2表　Lithosperrnurn講キスのHeLa細胞発育　　　　　　　　　　　、＼　一、・、・”・一”　　．。．．．P・“・IOnlfl

　　　への影響（細胞数104）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　〆
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O　　I　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9田

1，2
　　　　　　即ち1脚添加では班eLa細胞の発牽『は対印照の・それと
4，7

8．0　ほとんど変りないが・27騰彫醗冑な抑制翼伽肋X

14．6　　みられ、ユ0㎎及び2（卿を撚加した場含には，その醗の

　　　　　培縫中の細胞数はr・・キス添加前より少く，鯨に£伽撚iミ

噛　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　加では細泡数は憩激に減少の綴過をたどる。嬰するに

　第2図　LithospermunエキスのHeLa細胞　　　　培地1π6中をこLithospermum誕キス1（）liYを加えた

　　　　　発育への辮（第1醸験）　　　輪。H。L。髄碗齢翫く購されるとみ鵜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とができる。
　　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sd“lmg　　ii．珊牡キxのH・L・髄擶へ畷辮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　対照　　　　　　　（Lithospermum”キスとの比較）
　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前案験におけるゐithospermum鴻キスのH¢La翻

　　　　　　　　　　　　　！’’””　　　　　　　　　　胞発育抑制効果がLithOSpermurnに傘辞畏的である

　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　か否かをみるため．LithOSpermunl同様，識キス中

　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　に有機物質を多壁に含むと思われるvaモギ澱キスを

　　　　　　　　　　〆レ　　　　　　　　　　　　　　Lithospermumエキスと同じ化学処理で作成し，て，

　　　　　　　　　交＼　　　　　　　これがH・L・細跳育への囎につき醸験と購
　　　　　　　　　　＼．＼＼＼＼＿，，，一一r－10mg　　の方法で実験し，同隠に行ったLithospermurnエキ

　　1　　　　　　　　　＼、　　　　　　　　　　　　　スのそれと比較観察した。

　　　　　　　　　　　　　’N
　↑　　　　　　　’＼、　　　20。，　　なおヨモギエキスの化学的性状1ま，やや淡褐色，酸

耀　　　　＼／　　Vk…水溶液に・…を加・て・・雌鵬と
」．数　　　　　　　　　　　　　　　　・／　　　　　　　　黄褐色を曇し，FeClaにより麿緑色となる。　また二
　104　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トロフルシツドNaによるLegalの反応は険憾であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。即ちフエノー・ルを含み．キノンの如きfJルボキシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル甚を含まない点がLlthOSperJnum　mキスと暴る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成績は第4図の如く，Lithospe「mum轟キスでは

　　　　。　2　2　S　4　5　6　7　8　9日　　　　107照にて発育抑制効果を示すが，ヨモギエキスではこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の量にて発育抑制効果なく2吻にて僅かに発育に対す
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第4図　　LithospermLimエキス及びヨモギェキスのHeLa細胞発育への影響
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る悪影響がみられる程度である。　　　　　　　　　　　る培地を用いた。

　　iii，　Lithosper皿um　r・キスのL細胞及びMc－　　　　McCoy細胞培地の組成：

　　　　Coy細胞発育への影響　　　　　　　　　　　　　　　0．5％LH溶液w　　　160認

　LithosPermumエキスが爽に人癌由来のHeLa細　　　　　　TC　medium　199　　　18認

胞の発育に影響を与えるか否かを知るためには更に非　　　　牛血溝　　　　 20認

腫瘍性の細胞についても発育の状態を調ぺて両者を対　　　　　8％NaHCOs　　　　2紹

比する必要があるので，著者はこの目的にマウス線維　　　　　（ee　LHはラクトアルブミンの水解物）

芽細胞由来のL細胞及び人関節嚢由来のMcCoy細胞　　　　L細胞もMcCoy細胞も，予め単暦培養した角型

を選んで実験を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　培養瓶の培地を各種濃度にLithOSpermumエキス

　契験材料並びに実験方法　　　　　　　　　　　　　　を含めた培地と交換し。細胞を瓶壁から剥脱せしめて

　L細胞とMcCoy細胞の両者とも本学細菌学教室　　　1紹中約1併個の細胞数になるように培地の鍛を加減

より分与をうけた固定細胞株を用いた。　　　　　　　　して短柵瓶に2認ずつ分注，37°Cセζ培養した。培養

　培地は，L細胞はHeLa細胞の培養に使用したと　　経過中の細胞数の算定は前実験の場合と同様である。

同じ培地であるが，McCoy細胞には次の組成を有す　　　　実験成績
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　LithospermumエキスのL細胞発育への影羅は　　　　第4蓑　Lithos　permumエキスのMcCoy
第3衷及び第5図に，またMcCoy細胞発育への影響　　　　　　　細胞発育への影響（細胞数10り

縢嬢及び第咽に示柳くである・　　　工躯添IJ・i・1・2t，1］：、．，一，t　Vl，Y」JII後，縦磁

第，表。、、h。，p，＿エキ。の珊騰，へ』堕一一一．．tttt＿－1」±1．遡＿
添加前一一一一一・．一一一

の影響（組1胞数10・1）　　　　　　　　　　　　　　　20卿　　　　1．5　　0．6

エキス添加量

　（lmの

　201UP

　］0脚

　27解

0（対’照）

　　　　　1張ヵII後」音養日数　　　　　　　　　10㎎　　　　　 1、5 @　 1・5

添加前 ﾏ・li　－E可π　。（171塀対照）1：l　lll

5．津．　　3，0

5．1　　6．2

5．1　　7。8

5．1　　8．4

1．7

ユ，3

3．2

｛）．4

5日

OL　8

2．4

12．1

14，4

2．7　　4．6　　6。2

6・113・116・4　　第6図Lith。sp・rm・m＝キスのM，C。y
8、ユ　18．9　38．5　　　　　　　細胞発育への影響

15，6　　42，0　　59．8

　　　　　　　　　　　　　J「o

第5図　LithospermumエキスのL細胞
　　　　発育への影響

　Ioo

lo
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　＼　　　　　　　／の
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趨1
嵩

t；mg
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用の一端を，うかがい知ることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを確かめるため，HeLa細胞とL細胞とを岡一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培地に混合培養し，　これにLithospermumエキス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20mp／紹を添加して，その後の両種細胞の消艮を追求

　　　　　0量23456789日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した結果，第7，8図の如く，培養日数の経過ととも

即ち，L鱒においては，培地巾にLith。sp。。一　にH・La細胞対璃闘胞の出翫が減少するのを認め

mumエキスを添加した場合，　le7ng，20　71塀，ともに発　　　ることができた。

育抑制の程度は軽微であり，何れも培養7臼圏には添　　　　　iv．1・ithospermamエキス添加培地における培

加前の細胞数を上園る細胞数となつている。またMc　　　　　　養HeLa細胞の形態学的変化

Coy細胞においてはL細胞より発育への影響は大き　　　実験方法

く，20㎎にて発育抑1ヒ傾向がみられる。しかし爾者と　　　HeLa細胞の形態学的変化を観寮するに崇っては、

もLith。sperm・mエキスによ冨邑育阻IL作用は　　野嶽の分類に従つた。野嶽は，細胞を（1膨イヒ・鼠細胞

H・La細胞より軽度であり，　HeL・・nvjtuへの特異的作　（2骸数別多核細胞（3）・ma小型細泡（4）正常並びに興常
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第7図　HeLa・L両細胞混合培養5日目所見　　　　　第5表Lithospermumエキス添加培地における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培養HeLa細胞の形態学的変化（各種細胞

6　　　　　　　の出現率）

　　　　　　　　∴’ト

　　　　　　　　　　　　　ジ

㌔　　　　　　　　　　　　　Lエキス
　　　　　　　　　　　添加量
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第8図　HeLa・L両細胞混合培養7日目所見

　　　　　　「膨　　　●

亀　　　　●　●

●

10　mge

亀

◎●　　。．
　　　　　　　　σ’

／　niy

分体像を示す細胞とに区分して鑑別したが，著者は（1）

正常分裂細胞　（2）異常分裂細胞　（3）膨化。巨細胞　（4）

綾小型細胞（5）静止原形細胞の5種に分け，夫々の比

0（対照）

添加後　分裂細胞　膨　化1綾小型静止原

培・養日数正常　異常巨細胞細　胞形細胞

添力i1前34．9…・．・16．3i3．983．・8
　　　　　　1　　　　　　　　　1

重悉　1日　 3．8　　0．6　14．9　30．7150．0

　　3日　　2．2　　　0．2　1　7．2　．64．5　！25．9

加　　　　　　　　　I　　I　　I
　　　　　　　　　　9．2　　71．O　I　15．0　　5日　4．8．　0
手麦：7日　　 2．7　　　0．3　　15．5　　63．5　　18．0

添加前4・gl…16・33・983・・8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

添1日4・912・415・59・0
　　3日　 2，5　　2．0　21．8　5］．5
加
　　5日　 0．5　　　0　26．OI68．0

後7日3．3　05．2：79．8
　　　　　　1

78．　2

22．2

5．5

11．7

添加前　　4．911．1　6．3　3．9　83．8

　　　　　　　　　　　　　　　　

添1日3・4i2・714・92・686・4
　　3日　 7．OI　4．51　6．7　　3．1　78．7
加
　　5日　　8．6　　4．4：　2．9　　3．4180．7

1後7日5・・13・・1・・413・48・・8

添加前［…　i…1・・313・9…・3・・

　　　　　　　　　　添1日4・31・2i4・6．4・585・4
　　3日　10．81　3．8！　5，0　　3．8　76，6
加　　　　　　　　1
　　5日　8．9　　　　　　　4．O　I　5．7　　　2．5　　78．9

後17日i5・4．3・614・711・9184・4

率を算定して形態学的変化を求めた。　　　　　　　　　　第9図　各種細胞の出現率（Lエキス非添加）

　なお，原形細胞の大きさを基準として2～6倍大ま　　　　％

でを膨化細胞，7倍以上を巨細胞としてこれらを一括　　　　8⑪一

して膨化・巨細胞とし，原形細胞に比較して明らかに

小形で円形または種々の怪奇の形態を有し，しかも濃

縮，萎縮，崩壊状を呈するものを播小型細胞とした。　　　　60一

比率の算定には原則として細胞数1000個計算によつ

たが，瓶壁からの細胞剥脱が著しく多いときは500～　　　　40．

100個計算によつた。

　実験成績

　成績は第5表及び第9～12図の如く，HeLa細胞の　　　　20一

発育に影響する101ng及び20mg添加の場合は，対照及び

1彫添加の場合にくらべて静止原形細胞比率は1～3

　　　静止原形細胞

一一t・…一・・ c化・巨細胞

一一一 �ｬ形細胞
一一一一 ｪ裂細胞

日口から急激に減少し，これに反して媛小型細胞比率　　　　　　　前　　1　　　3　　　5　　　7日

は著増し，膨化，巨細胞比率にもまた増加がみられ，

これらから，LithospermumエキスのHeLa細胞に　　　　　　形態学的変化

対する質的障害をうかがい知ることができる。　　　　　　　ヨモギエキスの］01解及び2　lilgを添加し，前実験にお

　　v．ヨモギエキス添加培地におけるHeLa細胞の　　　けるLithospermumエキスと同様HeLa細胞の形
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第10図　各種細胞の出現率（Lエキス：L　liv／nte添加）　　　　態学的変化をみた成綜1は第6衷及び第13～15図の如

　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く・　Lithospermし1tZl　エ・a‘一スをこてi：1：著1男な肖争il慨罫ヲ1多尉II
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　　　　　　　　　　　　　　　　－・一．一　 一　i委　4、　万多　諦田月包

　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一分裂細胞　　　　　　vi，　LithoSperinUmエヤス添加培地におけh≧5培

40　　　　　　　　　　　　　3騨・L・綱包と凶11鰍びM・C・y綱包と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の形態学的変化のS：L鮫

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表　：－1モギ・rキス添加培地にオ5ける1’leLa細胞

　　　　　　　　　　一一．．＿．一＿．＿一、、　　　　　　　　　　　　　の形態学的変化（各種細胞α）出現率）
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第12図　各・種細胞の生現率（Lエキス2010呼／m6添加）
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第13図　各磁細胞の出現琳（ヨ・エキス非添加）

％

　　　　　　　　　　　　　　　　80・

1・！’ @、、．

　　　　　　　静止原形細胞　　　　　　6D’

　　　・・……圃・膨化・巨細胞

　　　一・一・－ny罎小形細胞

　　　一『一肩分裂細胞
　　　　　　　　　　　　　　　　40・

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
　人！㌦・．『　　　　　　　．．！・’！

誇＿

前　　1　　　　3　　　　5　　　　7日　　　　　　　　0

　　　静止原形謂胞

一一一一一一 c化・巨細胞

・一’一一一 ｺ小形細胞
一一一一一 ｪ裂細胞

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
＼一一一一一一一一”＿＿＿　　　　／

　　　　　　　　　、、、7く・＿、

前　　1　　　　3　　　　5　　　　ア日



第曙（1966）　　　　　　　　　　　　　　　　99．（8！6）
第14図負㈱胞のi槻率（・・工赫2噛昭　　第7表L堺・2・mg／me添簾よる舗細胞
　　　　添加）・　　　　　　　　　　　　　　　出現灘
％

80

60一

40・

20

0

．＿＿蜥普@種類
’｝’一・一 ｸ小形細胞　　　　＿＿＿t、　．一＿．．＿

一『｝一 ｪ裂　細胞

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

＼　　　　　　　　　　　　　　　　！
　＼　　　　　　　　　　　　　　　，’
　＼　　　　　　　　　　　　　　　／

　　＼一一一一＼2〆藁｝、一

、　　　　　　　　　　　　　　噌！　　　　　　　、辱

前　　1　　　　3　　　　5　　　　ア日

L細抱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mc
第15図各種細包の出現率（ヨ・鱗キス1吻／磁　　　CQy
　　　　添加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞
％

Be

60

照

添

加

対

照

添

加

添加後　分裂細胞
培　　：｛1ぜ　　　　　　一一

［－1数i酬期

II三1

3日

5日

7日

1日

3日

5日

7日

1日

3日

5日

7日

1日

3日

5臼

7田

12．2　　1，0

15．8　　2。0

14．0　　　6．0

4．0　　3．5

5．3

1．8

1．O

　o

5．O

　o

　o

　O

11．0　　　0

7、5　2，0

3．5　　8．0

1．0　　5．0

5．0　　　0

　0　　5，　0

　0、　　0

肋珍　イヒ1タ綾弓、型静止原

1鉱細胞｝細胞！幽【胞

　　　I　　　　　　　I

6．2

4，8

9．O

　o

2．5

L3
2，3

8，　O

8，2

9，4

17．0

44，5

72，5

72，2

86．5

96，2

8，5　　16，0

ユ、3，0　　25，0

5．0　51，0

5．0　62，5

・i・、

13．0

21．0

3．5

2，0

82，5

64，5

95．5

87，0

72．4

68．0

54，◎

48，0

19．2

24。9

10，2

3．　0

64，5

52，5

44．2

311。　O

4、0

14，0

1，0

11，0

40

20・

0

第8表　Lユキス20mp／nte添加に．よる対照を100とし

　　　た場禽の各種細胞比率

糧　　類

前　　1　　　　3　　　　　5　　　　　7日

　Lithospeズmumエキス20η脇／η4添加培地におけるL

細胞及びM・C・y細胞の鞭1，3，5p7日肋網　　L細胞

細胞の出現頻度（細胞10001a対する頻度）は，第7衰

の如くである。また夫々対照を100とした場合の比率

を以て，HeLa細胞のそれと比較すると第8表及び第

16図の如くである。培養経過を見るに静止原形細胞及

ぴ分裂細胞は金般に対照より少く，H・L。細胞L細　McC・y細胞

胞，McCoy細胞の各細胞とも日数とともに減少魔

は，ほぼ同様であるが，短i小型細胞は全般的に対照よ

り多く，L細胞及びMcCoy綱胞では日数とともにや

簿加雛

対照

1日

3日

5日

7日

対照

1日
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100

59

30

1．9

21

100

26

37

19

　6

100

　6

27
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139　　　35
　　L

はり減少するが，HeLa細胞は漸次増加の傾向を示　　　種細胞とも漸減するが，　HeLa細胞のみは媛小型細

し，膨化，巨細胞にても同様，HeLa細胞のみ増加す　　　胞・膨化・巨細胞に漸増順向を認め得る。

る傾向が認められる。即ち，L細胞，　McCoy細胞で　　　　　　（4）小　　播

はLithospermumエキス添加により出現頻度は昏　　　　　i．培地に10㎎／認以上の濃度にLitllospermum
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第16図　　　L・キス20㎎／認添加による対照を100とした場合の各踵細胞比率の経過

　　　　　　（HeLa細胞，　L細胞，　McGoy細胞についての比較）

分裂細月包　　園

　　　　　　　　　　　　　　　　　櫨

1日　　　　3日　　　　5日　　　　7日　　　　　　　　　1日　　　　3葦…】　　　　5日　　　　7日

國

L細胞

團
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エキスを加えることにより，培地中のHeLa細胞の発　　　の有糸分裂を行つている細胞を分裂各期に分けて鋒定

育は著しく【iH．，i・1．iされるが，　Litho＄permum＝r一キスと　　　し，その総数をもつて腫瘍細胞分裂侭を繊して，対照

同じ方法で抽出したヨモギェキスでは，101ng／meの濃　　　群のそれと比鮫類惟した。

度にても発育への影響は殆んど認められない。　　　　　　　また移植後7日i，1にLithospermumnエキスの一

　　ii’琉11胞もM・c・y細包も，培地に1011痂似．L二　定量をll職内にtrE入して毎Fl術卿腱を行い麺命効果

にLithOspermum　xキスを力目えると何れも発育は抑　　を観察した。

制されるが，その程度はHeLa細胞にくらべて軽度　　　　　　（2）　窪験成績

であり，Lithospermum怨キスをカIIえた培地にHe－　　　　i，　LitllospermumエキスのLD5｛［にっいて

La細胞とL細胞とを同時に混合し培t肇すると，培餐　　　　動物爽験に当り，　Lithospermum・・r一キスの腹腔内

EI数の経過とともに両細胞数の比には著明な減少が認　　　淀入鍛を決めるため，先ずそのLDr，eを調べた。即

められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち，体E1〔｝0～131〕9のラツテ16疋な選び，そのうち

　iii，　Lithospermumエキスが培地rl1のHeLa細　　　4刀三にはLithΩspermumエキス2，0y・宛，6疋には

胞に与える影響をその形態学的変化から観察すると，　　　3・09，残る6疋には4．09を腹腔内に注入した場含の

培養駈IL期からの分i裂卸1胞比率及び静止原形細胞比率の　　　24時間後の生死昏汰第9i炎の如く，　この結果から

減少，膨化，巨細胞比率の増加，燧小型細胞比率の著　　　Behrells－Kaerber氏のIZ均致死i’1　t’21：一によりLD醐癒

しい増加が認められる。しかし細胞数にあまり影響な　　錦出するとその値は30．49／彬となる。従つて，あと

与えないヨモギエキスでは，形態学的変化は対照との　　　の実験にはラツテに対する注入蟄な：1，09とすること

問に著しいちがいはない。　　　　　　　　　　　　　　にした。

　　iv．　LithQspermumエキス20灘／形添加培地に

HeLa細胞，　L細胞及びMcCoy細胞を夫々，別々に　　　第9籏Lithospermumエキスのラツテ腹腔内注
培養し，その培謎経過中の分製細II鰹，静止原形細泡，　　　　　　入による致死黛

膨化，剛包購委4酬1胞眺職・剛く対照・・　勤翻lil213！41516718
徽欝灘（；威，諜攣筆鑑際マ岬再T痂・2・ユ2・・2・i　］，・・

。魏細蔽、。。。ヒ躰｝、、欄，数、とも　た1入｛’y　？［°2・〔）2°2’・ui　3，°

にL細胞とMcCoy細胞とはi渚種細胞とも概むね漸　　　薗置薗二・一＝一噛一一一一
’　：：　LX　　ny“一，　　　’「1　　L’　　　　紬　果　1生坐生生i死

減の傾向をとるO。対。て1’h’。。。。細胞の姻委欄i　鋤翻】91i・M12113

胞と膨化・巨細胞，殊に前者において著しい増加傾lrll　　　体　　璽　130113010010010〔1

が認められる。　　　　　　　　　　　　’　注入蚤　3．03．04．04．　04．O

i。。｢30

3．03．0

130

3．0

死1生生
14　1　15　1　16

・．以燃織鱗・よ破験から，L・・h・・p・・…　 結果1生匡1・死死死
エキスの細胞への影響は強力ではないが，非踵蠣細胞

にくらべてH・L・細胞に対レ1寺に強く発育隣1欄に働　　ii．　Lith。spermum　＝キス瞬1鵬効果

くもののようである・　　　　　　　　　Lith。・p・・m。mエキスの綱鋤果をみるためewra

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後3日目及び7日目にLithOspermumエキスを腹
　　　　3・吉田肉腫を用いての動物案験　　　　　　　脇内に注入して，吉田肉腫細胞2u〔Xll画中の有糸分裂細

　　　（1）　突験材料並びに実験方法　　　　　　　　　　｝抱数と崩壊腫瘍細胞数とを箪定した。なお有糸分裂細

　佐々木研究所から分与をうけた冑田肉腫川夏水型を　　　胞は次の餉・中・後・終期の4期1こ分けた。

10091111後の雑系ラツテに移植し，Litbospemlum二　　　　前ま明：核分裂の簾1段階で，染色体が細畏いラセン

キスの細胞効果及び延命効果について案験した。即ち　’　　形として核質から組織化され．る時期

移櫨3日目の腹水中の腫瘍細胞105個をラツテ腹腔内　　　　中期：染色体が紡錘体の赤道面上の爾一平面に並

に移植し，移植後7日図にLithQspermumエキス　　　　　び，赤道板を形威する時期

の一一一定蹴を腹腔内に注入した群と3日目に注入した群　　　　後期：娘染色体が概紡錘体の撞、に向つて双星を形成

にr）いて、注入後24，48、？2時閥口及び96，120時間　　　　　して離．！t、てゆく時期

目に腹水を採取し塗抹標本をGiemSa染色して細胞　　　　終期：染色体が蒔び纂つて中間核を形成する時期

効果を観察した。細胞効果の判演には腫瘍細胞カミ専ら　　　　また崩壊糠瘍細胞1こは，空胞形成があり細胞力死ん

有糸分裂によつて増加するので，腫瘍細胞21）00個P　　　でいると考えられるもの，染色｛生の低下しいるもの，

ユ10　110　110

4，0　4．OI　4。0

　　　　死1死擁
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原形質の膨化・流出・断裂しているもの及び細胞の残　　　　なお，Lithesperrnumエキス漆入後24～48時間京

影をこれに含めたo　　　　　　　　　　　　　　　　　での有糸分裂細胞数及び崩壊嘘瘍細li飽数の変動は簾

　a．移植後3日目にLithospermumエキスを注入　　　17，18図の如く，12～2411寺，間に央々滅少t増加のビ・”一

　　　した場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クを認めた。

　成績は第10，の如く，注入前認められた前期細ll箇及　　　　b・移殖後7日目1こLithospermLnmエキスを～ll入

び中期細胞の2・1時積1後における減少とそれ以降一・般に　　　　　　した場禽

有糸分i裂細胞の増加頗向，並びにiJN’壊；1【1賜細胞の24時　　　　成績に第11炎及び雛19，2‘図の如く，対照群では全

問後における著しい増加を認めた。　　　　　　　　　期鐸ilを通じて一一般に有糸分裂細胞｝霊塑少の増減にあ為

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にして醤漂ぼ一定の値を示すのに対して，Lithos－一

第1帳細肉唾移榔日後L笛キ矧三入lltiの腹水　P・「m・mユキ織入獅は・2塒1｛llα口）目に署

　　　　腫蕩糸剛包の袈化〔（）内1洩対照群〕　　　　　減し，以後再び増加を示す。また崩壊腫瘍細1蝕数はこ

纐釧沿・刷24・・寺間48・馴・2時IM］れと欄欄三入卿i欄珊田購増し・以後

有

糸
分

裂
細
胞

前期

中期

後期

終期

計

28（30）

4（8）

Q（lo）

0（20）

14（28）

o（・a）

0（10）

0（12）

18（21）

2（0）

4（6）

8（3）

・一一一．一一一…一一 @　再び減少の傾向をたどる。
3°（2P）　・の際頷繍ll勉嘲脚仕加魂ず核では室頬
、糊が獺・耀・て…枷・現わ・’・，次剛膿建に空

1。α4）　胞変性・細抱li麺崩1蝉斑獅ら漏。

32（68）1　・4（54）1・2（30）1…5・）　　　．　　　．ny @　　　また第21～28図に経過を示す如く，これらの変化し

籍囎旛1・・。（…8・1・4・・（・5・）i・8・（・3e）1　2，・（・・1’・）時、1，、、・、に鋤。みら、｝、る、、，、燗腋，よ1脳、常
1　－一一一一一一t－…一一一・・…一一　　た騰瘍細胞ほLlth（，spermumユキス油入後24’｝48

第17図　　　Lエキス注入後の有糸分裂細胞数の変勤

　　Lエ㌣ス注入

30・

20

1⑰

：36　 12　 24　　
48fiif問

第18図　　　Lエキス洗入後の崩壊腫瘍細胞数の変動

　　Lエキス注λ

1500　　↓

500・

畠

書　　　　3　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4B翻寺間
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第11表　　吉田肉腫移植7旧後Lエキス注入群の腹水腫瘍細胞の変化　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　〔（　）内は対照群〕

細包徽1注繭12・醐148時r副72酬ig6・燗

有

糸

分

裂

細
胞

前　期

中　期

後　期

10　（：13）

　3（8）

。7（4）
．終期、3（11．8）［・（・）i・（・2）t・（・2）1・働

9（tg）i・C12）レ16㈹・6（24・
01’（　5）　｛　　O　（　3）　1　　0　（　4）　1　　4　（11）

　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　
0　（　2）　i　　O　（　2）　　　　6　（　．1）　ト　　6　（ユ（⊃ウ

計123（43）10（32）［10（59）122（4r）！30（57）

崩壊腫塀旧胞1・・7（144）i131・（369）1・76（・・i5” P…（16・）1・18（1・4）

120時間

24（2D
4（2）

2（5）

2（3）

　32（31）

1220（73）
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50’

40

30
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　　　　第19図　 有糸分裂細胞数の変勤
　　　　　　　　　　　　／ハ＼　　　／＼　　．　．／・・t

　　　　　　　　　　　／　＼＼／　＼　　＼
　　　　　　　　　　　／　　　　　　〉　　　　　　＼
　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　＼

＼＼／　　　　　＼＼　．
・エキス＼ノ　　　．　　　　＼

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5日

1400

1200

第20図　　　崩壊種瘍細胞数の変動

　　　Lエキス
lOOO　　注入
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Lエキス注入群，
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第21図　Lエキス注入前（移植後7日目）　　　　　　　第24図　　注入後48時間目の細胞　（×400）

　　　　の吉田肉勲水細胞（×4°°）　　　　　，e　　V

●　’s　略「　ee　“♂㍉　・
　d　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　・　奪

　幽’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空胞変性。

第22図　同上　（x900）　　　第25図　同上　（×900）

●●●

N
’●

ゆ
ψ　　．

　　　　　　　　　　　　　　”1’

有糸分裂の前期及び後期の細胞がみられる。　　　　　　　　空胞変性と核の断裂。

第23図　Lエキス注入後24時問目の腹水細胞　　　　　　　第26図　　注入後72時間目の細胞　（×400）

　　　　　　　　　　　　　　　（×400）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　り

ボ㌻　e・pa輪　’°°㌦董
　　ガ蕩，t　　　　　　●°
　　・・　●㍉ボ　　　　　　　　　　　・
　　　　　　像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　空胞変性がみられる，核質の黒い正常腫瘍細

　崩壊腫瘍細胞が多数みられる。　　　　　　　　　　　胞が多く存在する。

腫瘍細胞が増加して96～120時間目には細胞の殆んど　　用が，それほど強力でないことを示している。

大多数を占めるに至る。　　　　　　　　　　　　　　　　iii．　Lithospermumエキスの腫瘍移植ラッテに

　一方，細胞の崩壊が甚しい場合も，常に形態を正常　　　　　　　対する延命効果

に保全した腫瘍細胞の共存がみられることは，上記の　　　　以上の実験にみられたようなLithosperrnumエキ

如ぎLithospermし1mエキスの腫瘍細胞に対する作　　　スの吉田肉腫細胞への直接i的傷害作用が移植動物の延
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第27図　　注入後96時間目の細胞　（×400）　　　　　　　第28図　　注入後120時間目の細胞　（×400）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　「◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常の腫瘍細胞。

殆んど正常の腫瘍細胞，再び有糸分裂がみられる。

第12表　　 生存期間・体重
繍’鱒1注揃・日12日・日「・日15日16日・日18日1・5日12・日25日

L

エ

キ

ス

注

111
1　2

1　3

1　4

　5
1　6

TT－ P
125　　138

151．　145

167　　164

175…165

181　　ユ85

157　　156
入　　　　　　　　1

群17 u1471157

　　11351140
　　［
140 P135
1641162

157　　148

176　　178

157　　153

156旨155

「81136153　］165171

140

174

178

141

176

142　　146

174

142　　　153　「　158　1　168

1　1

　　　g　　　　116　　　133　　　130　1　130　1　131　1　130　！　121　1　116　1

対110　164162　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

IR．r　　　11　　　　171　1　162　．　　　　旨

　　　12　…　186　　173　　174　　180　　177　　182．　　　　　　　　1

群　13　171169　　　　　　　1　　　［

1　　　　1

　　　1

　　　1

14　　、　141　．　145　1　147　、　138　1　143　，　147　　　148　、　153　、　154　　　173　，　176　　　180

　第13表　平均平存日数　　　　 の間に殆んど差はなく，Lithospermumエキス注入
　　動物群別　　125El生存1平均生存日数　　　　ラツテに延命効果を認めることはできなかつた。

　　　　　　　　　　　　　一一　　　　 （3）小括
　　Lエキス注入群　1／s　t’1／7＝3・57　　i．吉田肉腫腹水型をラ。テに移骸7旺にLi一

　対照群　1ん
　　　　　　　　　　　　　　　　1「’／5＝3．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thospermumエキスを腹腔内に注入して腫瘍細胞の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変動をみると，有糸分裂細胞は，対照ではほぼ一定の
命効果にどの程度の影響を示すかをみるため更に本実　　　値で経過するのに対して，注入群では24時間目に著し

験を行つた結果，吉田肉腫腹水型移植後7日目に腹腔　　　く減少し，以後再び増加する傾向がみられ，崩壊腫瘍

内にLithospermumエキス19を注入したラツテ　　細胞には，これと逆の経過がみられる。

（8匹），及び同じく対照（生理食塩水1彪注入）ラツ　　　　　ii．　この変動は細胞増殖の未だ盛んでない移植後

テ（6匹）の生存期間並びに弊死までの体重は第12表　　　3日目にLithospermumエキスを注入した場合にも

の如くである。平均生存日数を第13表IC一括して示し　　すでに同様の傾向を認めることができ，腫瘍細胞崩壊

たが，Lithospermumエキス注入群で嫉撲殺まで25　　は注入後3時間から現われはじめ，12～24時間に有糸

日間生存したもの1匹，残る7匹の平均生存日数は　　　分裂細胞減少と崩壊腫瘍細胞増加の夫々のピークを認

3．75日，また対照群では6匹のうち撲殺まで生存した　　　めた。

もの1匹，残る5匹の平均生存日数は3．o日で，両者　　　　iii・この場合の腫瘍細胞崩壊の状態は，核質の数
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個断裂，細胞質の空胞変性，細胞膜の崩壊等，抗唾瘍　　　　第29図　　　　　　Cup法

剤による崩壊状態とやや似た変化を示す。

　しかし，このような変化を示すものは唾瘍細胞の一

蒙藻灘鰍難響描1　●の　潮噂
　　iv．以上の成績から，　LithospermLunエキスが

腹水中にて吉田肉1匝細胞に或る程度，直接傷害的に作　　　　　20gp　　　　　　　　　　EW40

用することは，わかるが，作用はそれほど強力なもの　　　　ムラザキエ’ltX脱ギエキス　　ムラ＋±｝エキスヨモギエキス

ではなく，移植ラッテに対する延命効果を実験した成

績でも，少数匹ではあるがLithospermumエキス　　　　第14表　Lithospermumエキスのブドウ球菌209

1回注入群の平均生存日数は3．57日，対照群のそれは　　　　　　　株に対する作用

…日であり・aの延命効果を認めることはで駄　 試騨鶴． P213
かつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下希　　形｛　f音・　数　　　　4　　　8　　16

　　　　4．LithospermLimエキスの抗菌作用　　　　　L　エ　キ　ス　ー　一　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　核酸生合成阻害に関係をもつ抗腫瘍剤は一般に抗種　　　　ヨモギエキス　1＋．＋1＋

瘍性と共に抗菌性をも有している。そこで腫瘍細胞に

45［6
32　　64　1128

十　　十　i十

　　　1
＋　＋1＋

7

対照

育、轍。も影響する可能髄教て，これの抗酷の　　に対するf？m

十

十

直拗作用のあるLith・・per加・m辞ス翻1菌の発　第15表Lith・spe「mumエキスの大｝脳EW4°株

撫、・つい・実験を行つた。　　　　　試臆翻［　　i　41　　　　　　　　　　
1　2　3　4　5　6　7

　　　（1）実験材料並びに実験方法　　　　　群希釈｛音数　48・63264
　使用菌株はブドウ球菌209P株及び大腸菌EW40株　　　一　　　　一一　一　　．一

袈鱈講瓢欝部皇隻轟豊濯・貢1i：ll＃
抗菌性につき実験した。Cup法にはLithospermum
一キ。，倍鰍の¢疵ぎ，鞭法は・倍から・28　第繊寒天轍への移植犠撒

128対照

十　　十

十　　十

倍まで轍稀釈したブイ。ンにブイ・ン2塒間犠　〉…逓儲数　　　　　国
・・滴宛を臓て37°・・24・i1寺間後・醗育・状態　麟　菌観＼
　　　　　　　　　　　　　’　　　　　［丞i　 ＼、　48163264128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照

雛塞灘叢慧寝塞翫・搬7∴．∴∵

験雄面つた。　　　　　　　。W、。（抗酢用）一．士＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　－　　　　　　　　　1

姉同曜・モギエキス・こついても・・1｝・と同じ実　　菌発育II　＋1＋1＋1。

（，）懇購　　・　　　　1生　菌1＋”一升．－H－…－H一帯
　先ずCup法でぱ，　Lithospermumエキスは，　EW

40株に対しては阻止円を作らなかつたが，209P株で　　　した成績は第16表の通りで，発育［llLd：のものからも生

は直径約1　cvlの阻iL円が認められ，ヨモギエキスでは　　菌を認めた。以上の成績からLithQspermumエキ

両菌株共に阻止円はみられなかつた（第29図）。　　　　　スには多少の静菌作用のあることが推測される。

　次に稀釈法では，成績は第14表及び第15表の如く，　　（3）小括

Lithospermumエキスでは209　P株に対しては16倍　　　Lithospermumエキスにブドウ球菌20gP及び大

稀釈まで，EW40株に対しては4f音稀釈で発育を阻止　　　腸菌EW40の各株に対する抗菌性を認めた。稀釈法に

したが，ヨモギエキスではこのような発育阻【Eは，み　　　てはブドウ球菌209P株には16倍まで，大腸菌EW40

られなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　株には4倍まで発育を阻止したが・ヨモギエキスでは

　またLithospermumエキス各倍数稀釈添加のも　　　4倍稀釈にても両菌株共，このような発育阻⊥Lは，み

のを24時間培養後，吏に寒天平板に培養して生菌を検　　　られなかつた。
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　　　　5，　総括並びに考按　　　　　　　　　　　　　胞，McCQy細胞の変化と比鮫すると，　L細胞と

　Lithosperrnum－r＝キスには性周期の抑制，抗Go－　　McCoy細胞では分i餅lll胞，1」捌二原1瞬li1胞膨化・巨

・・d・t・Qpi・個】及び，こオLに由来すると駅。れるblt　細胞及び駿4型lllM欝の謙肋細包は獅舳1培廟こお

腺萎縮等の作用があることが知られており，教笠の成　　　けるものより漸減頗向をとるが・HeLa細抱のみは矯

紙では，抗Gonadotropiエ1作用1・」；　＝キス中のキノン　　　小型細胞と膨化e巨細胞，殊に111搾rにオ・sいて著しい増

によるものであることが明らかにされている。Jlt近，　　　加頗向がみられる。以上の如く，　Litllospermum；r一

抗「1重瘍性物質の開発に伴い，多鍾の植物のうち，レソ　　　キスはHeLa細脱1に対して他の細胞よ1♪強く発麿阻害

ギ訟ウとLithospermumの夫々のエキスは抗i磁泌　　　的に働くもののようである。

作用を示すことが発表されたが実験の詳細は明らかで　　　　次にLithospermumエキスの細胞効封｛を欝田肉

ない。そこで磐渚は、これを確認するために本研究な’　　腫ll夏水型を川いて蜜験t，た。先ず細胞変化な…定数馨［II

企てたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞中の窟糸分裂細胞数とij’」壊腫瘍細龍数とかPP観顕す

　元来，抗腫瘍性物質のScreeningに当つては，少　　　ると，有船分製細胞砿対照て3は，厳廉一・定の値“ぐ経過

くとも或る　・つの動物1距揚｝こっいて確実な特殊的v7　，Slll　　するのに対して〒【lll肉腫移111’｛陵7ill　l．1｝こLithosper－・

胞効果が明示さるぺきである。また究極嫉人癌の化学　　　1ntlm凱ヤスな腹腕内1こ注入した場脅には，24時4匹1掴

療法剤の発見を意図しているのであゐから，組織跨叢　　　になるとこれが鰹しく減少し崩工裏il瘍細胞の1躊甥］な増

による人癌細胞への細胞効果を追究する方法も成：立す　　　加がみられゐが，この変化は注入後，SC時間からあ辱わ

るであろう。しかし，これらの細胞効果のみならず，　　　れ厭じめ，12押24時fi，1がピークのようである。　しか

抗1距甥1孟k物質のScreeningには動物腫瘍に．対する‘k　　　し，その後はイ∫糸分裂細胞は再び増加し・1jl！壌腫瘍細i

命延畏効果が示されねばならないが，植物エキスの如，　　胞億滅少の傾向なたどり・ge～12｛〕時間日に1よ腹水中

き，極めて純粋性に乏しい不資建な素イオを以てする揚　　　の腫瘍細胞の大多数は気n常11頻昼のもので占められゐよ

合にほなおさら，生命延畏効果はなくとも細胞効果が　　　うになる。また細胞蒙化を崩壊の状態から観箋、する

署明に．特殊的なものであれば，それ1よ冤に研究な進め　　　と，核質の数個断裂』細泡質の蹴胞度憾，細膿膜1）Siii

る同安，手がかりとして有意轟であることは青田も述　　　壊等の：変化がみられた。以i；の如くLithog，　p¢rmum

べているところである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝・キスは，HeLa細胞にオ磁ナるようにこの樹禽にも謝

　以上の観点から，著脅は本研究において，Lithos一　　　田肉ll恥lli胞に傷雷的に作∫ilすゐとみることができる。

permum謁キスのHeLa細胞発育への影響並びにそ　　　しかし，このような腫瘍細胞に紺する劇妾1／1用が強力

の形態学的変化の推移を，ヤノンを含まない妊ギ・・　なものでないことは，変化をホすものが一晋腰臨翻細

キス。L細炮，　McCoy細胞等の非癌幽来細胞を対照　　　胞のみで，崩壊の著しい時期にも通常形態の腫賜細胞

として実験すると共に，省田肉闘擬水型に対する細胞　　　が，そのまま多数みられることからも明らかである。

効果並びに延命効果につき実験し，併せて搬に抗腫　このこと灘縣すると思われるが部聰腫麟藪ラッテ

揚剤にみられる抗菌1儲1についてその有無をヨモ物　 に対する延命効果鵬Li’tli・spe瓢瓢エキス恥』注

キスを対照として観察した。　　　　　　　　　　　　　入群の平均生存日数は3・57日・対照灘1功それは3・0日

　先ずHeLa細胞を胴いての爽験では，ヨ毛ギエキス　　　と殆んど効果を認めることはできなかつた。

では鞭・牛1の添加1・よつて殆ん醗育への辮がみら　Lith。sperm・mの1醐欄包綱すそ・轍作∫肋機

れない量と同鍛のLithospermutnエキスを添加した　　　序は・もとより不朋であるが・一般に抗｝延藝瘍剤は核酸

場含，培地中のH。L・細胞の締1汕細胞やM・C。y　の生含∫勲1憂誌・しll糊のダ請に対しても阻割1用を示

細胞のそれと比較しても薯しく阻鴇され，Lithos一　　すものが多いので・Lithospe「rnurn諾キスの抗菌作

permumエキスの一定盤を加えた塘地にHeLa細胞　”H’一’用をブドウ球菌2〔｝9　P株と大腸薦RW40株とについて

とL細胞とを同時に混合培養すると，培養日数の繕過　　調べた結果・嚇に前鞘｝こ対し弱いながらも静繭1’ll用に

と共に両細胞数の比率には醤明な変化があらわれる。　　　暴ずくと思われる発育阻割乍用を胸することを認め

またヨモギエキス添加ではHeLa細鞄の形態に対照と　　　た。この抗麟性を1つの足がかりとして作用物質の本

著しい変化がみられない鯉）Lith。・p・・m・m＝キ　態究明セこ轍の研究な1購したい・

スを培地中に加えた颯合，培i礎早期から形態に変・化を

きたし，分裂細胞比率及び静止原形細胞比・劉ご嵜しい　　　　　　　　　　　結　　論

増加が認められる。富た，Lithospermumの，やや　　1．　Lith。spermumエキスにHeLa細胞及び害田

高い濃度で，培養経過中のHeLa細胞の変化をL細　　　肉臆腹水型細胞に対する直接的発育阻轡fノド用を認忍こも
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